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国
内
最
大
級
の
産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

青
森
県
と
岩
手
県
と
の
県
境
に
お
け
る
国
内
最
大
級
の
産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄
問
題
に
つ
い
て
、
現
場
か
ら
廃
棄
物
を
撤
去

す
る
作
業
が
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
九
年
度
に
お
い
て
は
、
青
森
県
側
の
現
場
か
ら
撤
去
し

た
廃
棄
物
は
、
当
初
の
目
標
を
超
え
二
三
万
七
四
五
ト
ン
に
達
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
青
森
県
側
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
廃
棄
物

の
推
定
量
約
一
〇
〇
万
ト
ン
の
内
、
撤
去
量
は
二
〇
〇
九
年
度
ま
で
に
五
三
�
六
％
に
あ
た
る
五
三
万
五
九
〇
四
ト
ン
に
な
っ

た
。
一
刻
も
早
く
撤
去
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
、
現
場
の
再
生
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

青
森
県
側
で
撤
去
さ
れ
た
廃
棄
物
が
目
標
を
上
回
る
量
に
な
っ
た
こ
と
に
、
国
は
ど
の
よ
う
な
認
識
を
も
っ
て
い
る
か
。

二

岩
手
県
側
で
撤
去
さ
れ
た
廃
棄
物
の
量
の
最
近
の
推
移
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

三

一
・
二
に
関
連
し
、
岩
手
県
側
に
お
け
る
廃
棄
物
の
推
定
量
の
内
、
二
〇
〇
九
年
度
ま
で
に
撤
去
量
は
何
％
に
達
し
て
い

る
の
か
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
九
年
度
ま
で
に
青
森
県
側
岩
手
県
側
双
方
を
足
し
た
全
体
で
の
撤
去
量
は
い
く
ら
に
な
り
、
推

定
量
の
内
、
何
％
に
ま
で
達
し
て
い
る
の
か
。

四

撤
去
す
る
廃
棄
物
の
量
が
上
方
修
正
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
全
て
の
撤
去
完
了
を
実
現
で
き
る
の
は
、
い

一



つ
頃
に
な
る
と
考
え
る
か
。

五

今
後
も
撤
去
作
業
を
着
実
に
進
め
、
一
刻
も
早
く
全
て
の
撤
去
と
処
理
を
完
了
さ
せ
る
た
め
に
、
国
は
ど
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
青
森
県
や
岩
手
県
と
、
ど
の
よ
う
な
連
携
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


